
会場までのアクセス

お車で： 関越自動車道「東松山 IC」より、県道 47 号線で深谷方面へ約 15 分

電車で：

・上越・北陸新幹線「熊谷駅」から、新幹線の到着時刻に合わせました研究会用の

シャトルバスを運行予定です（所要時間：約 25 分）  

・東武東上線森林公園駅北口よりホテル行きのシャトルバスもあります。

（詳細はホテル HP をご覧ください） 

・お帰りも終了時刻に合わせたシャトルバスを運行予定です（ホテル⇔熊谷駅）



 
ご 案 内 

 
1. 参加受付 

 受付は 11 月 13 日（金）12:00 より研修センター1F「カエサル」入口付近に

て行います。 

  

2. 宿泊／参加費 
 17,000 円（内訳：年会費 1,000 円、研究会参加費 6,000 円、宿泊費 10,000 円） 

      （個室希望の方は別途 2,000 円） 

 

3. 口演発表 
 • 一般演題の口演時間は 12 分程度とし、質疑応答を含めて 15 分です。 

 

  • 1 演題あたりスライド 12 枚程度でお願いします。 

 

    • 発表はマイクロソフトパワーポイントでお願いします。 

 

  • 今回は事前にオンライン参加登録された方に向けて Zoom での同時配信

を行います（ただし、質問の受付は会場参加者からのみです）。そのため、

すべての発表は事務局で準備した PC（windows10, PowerPoint2013）を用

いて行います。発表用のデータを発表されるセッションの前の休憩時間

までに USB メモリでお持ちください。 

*万一、発表用 PC で正しく発表ファイルが開けない場合には、事前にご

相談いただいた上でご自身の PC を使用していただくようお願い申し上

げます（この場合は Zoom での同時配信は行いません）。液晶プロジェク

ターの入力端子は Dsub-15 ピンのみです。必要に応じてアダプターを各

自ご準備下さい。 

 

    • 発表に際し、COI やスポンサーシップ等につきましては、先生方ご自身

で対応願います。 



第 49 回薬剤耐性菌研究会プログラム 

  2020 年 11 月 13 日（金） 

12:55～17:30 

12:55～13:00 

開会の挨拶 菅井 基行（国立感染症研究所） 

一般演題：発表 12 分、討論 3分 

13:00～14:00     座長：久留島 潤（群馬大学） 

グラム陰性菌 

大腸菌の病原性に寄与する膜局在性蛋白質複合体 Tol/Pal システムの役割 

○平川秀忠 1, 鈴江一友 3, 滝田綾子 1, 粟津周子 3, 久留島潤 1, 富田治芳 1,2

(群馬大学大学院 医学系研究科 1細菌学, 2附属薬剤耐性菌実験施設, 3生体防御

学) 

鶏肉からの Serratia fonticola の分離と minor ESBL である FONA の解析 

○谷本弘一 1, 野村隆浩 2, 橋本佑輔 2, 平川秀忠 2, 富田治芳 1,2

(群馬大学大学院 医学系研究科 1附属薬剤耐性菌実験施設, 2細菌学) 

セフタジジム耐性 Serratia marcescens の院内伝播における blaTEM-61 保有プラスミド

/Tn2 トランスポゾン拡散のダイナミクス 

○林航1, 飯村将樹2, 泉克俊2, 吉田諭史2, 小出将太1,曽我英司2,長野由紀子3, 4,

荒川宜親 3,4, 長野則之 1,2 

(1信州大学大学院 総合医理工学研究科, 2信州大学大学院 医学系研究科, 3修文

大学医療科学部 臨床検査学科, 4名古屋大学大学院 医学系研究科) 

愛玩動物由来 Pseudomonas aeruginosa の薬剤感受性の現状と多剤耐性ヒト高リスク国

際流行クローン ST235 の出現 

○泉克俊 1, 林航 2, 飯村将樹 1, 吉田諭史 1, 曽我英司 1, 小出将太 2, 伊從慶太 3,

下池健太 3, 高野慎也 4, 北川真喜 4, 長野由紀子 5, 長野則之 1,2 

(1信州大学大学院 医学系研究科, 2信州大学大学院 総合医理工学研究科, 3株式

会社 VDT, 4極東製薬工業株式会社, 5修文大学医療科学部 臨床検査学科) 
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14:00～ 14:45 座長：和知野 純一（名古屋大学） 

大阪府内で分離した百日咳菌の分子疫学解析および薬剤耐性について 

○山口貴弘 1, 勝川千尋 2, 河原隆二 1, 川津健太郎 1

(1地方独立行政法人 大阪健康安全基盤研究所, 2大阪府立大学 生命環境科学研究

科) 

グラム陽性菌 

Mycobacterium abscessus complex のマクロライド誘導耐性に関する微生物学的検討

○吉田志緒美, 露口一成, 小林岳彦, 井上義一, 鈴木克洋

(国立病院機構近畿中央呼吸器センター)

侵襲性ペニシリン低感受性 B 群レンサ球菌の全ゲノム解析 

○小出将太1,5, 林航1, 飯村将樹2, 吉田諭史2, 泉克俊2, 木村幸司3, 荒川宜親3,4,

長野由紀子 3,4, 長野則之 1,2 

(1信州大学大学院 総合医理工学研究科, 2信州大学大学院 医学系研究科, 3名古

屋大学大学院 医学系研究科, 4修文大学医療科学部 臨床検査学科, 5長野県立こ

ども病院) 

〜☕〜☕〜coffee break	14:45～15:00	〜☕〜☕〜 

15:00～ 16:15    座長：久恒 順三（国立感染症研究所） 

疫学と検出方法 

IMP-6 表現型を有する腸内細菌目細菌の地理的分布と抗菌薬使用量との関連性：薬剤

感受性全国サーベイランスデータを用いた解析 

○平林亜希 1, 矢原耕史 1, 梶原俊毅 1, 菅井基行 1,柴山恵吾 1,2

(1国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター, 2国立感染症研究所 細菌第二部) 

Python を用いた薬剤耐性遺伝子媒介プラスミドの鳥瞰的表示とその系統解析 

○津田裕介 1, 和知野純一 1, 木村幸司 1, 荒川宜親 1,2

(1名古屋大学大学院 医学系研究科 分子病原細菌学, 2修文大学 医療科学部 臨床

検査学科) 

CTX-M 遺伝子保有 I1 プラスミドの POT 法による分類 

○鈴木匡弘, 土井洋平

(藤田医科大学 医学部 微生物学講座) 
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Drug Susceptibility Testing Microfluidic device (DSTM)法を用いた迅速β―ラクタマーゼ

検査法：血液培養陽性検体への応用 

○小川美保 1, 坂田竜二 1, 佐々木真一 1, 市村禎宏 1, 松本佳巳 2,3 

(1(株)ビー・エム・エル総合研究所, 2(株)フコク マイクロ TAS 開発グループ,  

3大阪大学産業科学研究所) 

 

2019 年の JANIS データから見る薬剤耐性菌の動向 

○川上小夜子 1, 矢原耕史 1, 柴山恵吾 1,2, 菅井基行 1 

(国立感染症研究所 1薬剤耐性研究センター, 2細菌第二部) 

 

☕ ☕〜 〜 〜 coffee break	16:15～16:30 ☕ ☕〜 〜 〜 

 

16:30 ～（17:30） 

話題提供 

 
座長：小川 美保（株式会社ビー・エム・エル） 

 

 
 

AMR に関する最近の話題 -これまでとこれから- 

 

菅井 基行 
（国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター） 
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2 日目        
2020 年 11 月 14 日（土） 

9:00～11:15 

一般演題：発表 12 分、討論 3分 

 

9:00～10:00       座長：多田 達哉（順天堂大学） 

CPE/CRE（1） 

同一病棟の臨床材料由来 Acinetobacter lwoffii と１年前に先行して検出された洗浄用シ

ンク由来 A. pittii の保有する blaNDM-1 プラスミドの比較解析 

○飯村将樹 1, 林航 2, 堀内一樹 3, 新井恵理子 3, 名取達矢 3, 鈴木眞 3, 松本剛 3, 

泉克俊 1, 吉田諭史 1, 長野由紀子 4,5, 荒川宜親 4,5, 長野則之 1,2 

(1信州大学大学院 医学系研究科, 2信州大学大学院 総合医理工学研究科, 3信州

大学医学部附属病院 臨床検査部, 4修文大学医療科学部 臨床検査学科, 5名古屋

大学大学院 医学系研究科) 

 

病院下水由来複数菌種に潜在する GES-5, -24 カルバペネマーゼ産生菌及び国内で 

初めての GES-24・VEB-1ESBL 同時産生菌の出現 

○曽我英司 1,2, 林航 3, 飯村将樹 2, 泉克俊 2, 吉田諭史 2, 于連升 4, 鹿山鎭男 4,

菅井基行 4, 長野由紀子 5, 長野則之 2,3 

(1総合病院中津川市民病院検査科, 2信州大学大学院 医学系研究科, 3信州大学大

学院 総合医理工学研究科, 4国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター, 5修文大

学医療科学部 臨床検査学科) 

 

病院下水環境に認められた blaGES-5, blaGES-24 及び blaGES-24/blaVEB-1 保有プラスミドの特性 

解析 

○林航 1, 曽我英司 2,3, 飯村将樹 3, 泉克俊 3, 吉田諭史 3, 于連升 4, 鹿山鎭男 4,

菅井基行 4, 長野由紀子 5, 長野則之 1,3 

(1信州大学大学院 総合医理工学研究科, 2総合病院中津川市民病院 検査科, 3信 

州大学大学院 医学系研究科, 4国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター,5修文 

大学医療科学部 臨床検査学科) 

 

メロペネム耐性, イミペネム感性・家禽病原性大腸菌 (APEC)関連病原遺伝子保有

Escherichia coli 臨床分離株の解析 

○吉田諭史 1, 林航 2, 手塚佳子 3, 飯村将樹 1, 泉克俊 1, 長野由紀子 4,長野則之 1,2 

(1信州大学大学院 医学系研究科, 2信州大学大学院 総合医理工学研究科, 3松本
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市医師会臨床検査センター, 4修文大学医療科学部 臨床検査学科) 

 

〜☕〜☕〜coffee break	10:00～10:15	〜☕〜☕〜 

 

 

10:15～11:15     座長：林 航（信州大学） 

CPE/CRE（2） 

医療施設で分離されたカルバペネム耐性 Pseudomonas putida グループ菌株の分類と

分子疫学解析 

○遠矢真理1, 多田達哉1, 霜島正浩2,3, 寺本華奈江4, 小川美保2, 上地幸平5, 前

田士郎 5, San Mya6, Htay Htay Tin6, 藤田次郎 7, 切替照雄 1 

(1順天堂大学大学院医学研究科微生物, 2株式会社ビー・エム・エル, 3株式会社

スギヤマゲン, 4株式会社島津製作所, 5琉球大学医学部付属病院検査 輸血部, 

6National Health Laboratory, 7琉球大学医学部付属病院) 

 

大阪府内で分離された mCIM 陽性 Enterobacter cloacae complex 株の解析 

○河原隆二, 山口貴弘, 安達史恵, 安楽正輝, 川津健太郎 

(大阪健康安全基盤研究所) 

 

日本の医療施設で分離されたカルバペネム耐性 Providencia spp. の細菌学的・遺伝学

的特性 

○岩田秀 1, 多田達哉 1, 菱沼知美 1, 遠矢真理 1, 桒原京子 1, 大城聡 1,小川美保 2, 

霜島正浩 2, 切替照雄 1 

(1順天堂大学医学部微生物学講座, 2株式会社 BML) 

 

日本の医療施設で分離された VIM 型カルバペネマーゼ産生 MDRP の分子疫学解析 

○菱沼知美 1, 多田達哉 1, 遠矢真理 1, 霜島正浩 2,3, 切替照雄 1 

(1 順天堂大学大学院医学研究科微生物学, 2 株式会社ビー・エム・エル, 3 株式会

社スギヤマゲン) 

 

11:15～ 

閉会の挨拶      小川 美保（株式会社ビー・エム・エル） 
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11 月 13 日（金）16:30～(17:30) 

 
話題提供 
 

 

AMRに関する最近の話題 -これまでとこれから- 

 
 

菅井 基行 
（国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター） 

 
AMR に関する施策の最近の動きや薬剤耐性研究センターで進められている研究、 

耐性菌バンクなどについて、センター長であり当研究会会長である菅井先生にお話し 

いただく予定です。 

 
 

 





 

 
 

 

 

 

 

 

一 般 演 題  抄 録 集 
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